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研究成果の概要（和文）：多変量統計手法を用いてスペイン語史の諸相を実証的に明らかにする。資料はスペイ
ン、アルカラ大学の研究グループ(Pedro Sanchez-Prieto Borja代表)が作成した「1700年以前のスペイン語文書
コーパス」Corpus de Documentos Espanoles Anteriores a 1700(計1500文書)と、上田が作成したデジタル資料
「手稿・印刷本の文字」Letras Espanoles en Manuscritos e Impresos (計28冊)を用いる。年代ごとに抽出さ
れた言語特徴はスペイン語史研究のための基礎的な資料になる。

研究成果の概要（英文）：We study the different aspects of the history of the Spanish language with 
multivariate statistical methods. We use the materials of two corpora: "Corpus of Spanish Documents 
Prior to 1700"; (research group of the University of Alcala; directed by Pedro Sanchez-Prieto Borja)
 and "Spanish Letters in Manuscripts and Printed Documents" (Hiroto Ueda). The features extracted 
from these materials according to the chronological order serve as fundamental data for studies of 
the Spanish language.

研究分野：スペイン語学、言語データ分析
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来のスペイン語研究の成果には、特定の資料について、その言語特徴を網羅的に集めたものが多い。幅広く言
語史を俯瞰する研究もあるが、そこでは特定の特徴を例としてあげるだけで、その統計的な検証は行われていな
い。頻度や分散さえも提示されていないこともある。また、資料については、多くの場合、すでに刊行された本
や資料集が使われているため、その表記の基準が異なり、厳密な比較を困難にしている。
　本研究では、従来の研究の方法と資料の扱い方の不備を補うべく、方法に情報科学と数理科学の成果を取り入
れ、厳密な転写方式に統一した、新しい文献学の資料を駆使し、研究成果を順次発表していく。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 従来のスペイン語研究の成果には、特定の資料について、その言語特徴を網羅的に集めたも
のが多い。幅広く言語史を俯瞰する研究もあるが、そこでは特定の特徴を例としてあげるだけ
で、その統計的な検証は行われていない。頻度や分散さえも提示されていないこともある。 
 一方、現在では各種の大型言語コーパスが作成されており、これらを処理する言語データ分
析プログラムを作成すれば、数量的な側面を統計的に分析して言語の実態をより適切に示すこ
とができるはずである。 
 
２．研究の目的 
 多変量統計手法を用いてスペイン語史の諸相を実証的に明らかにする。資料はスペイン、ア
ルカラ大学の研究グループ(Pedro Sanchez-Prieto Borja代表)が作成した「1700年以前のスペイン
語文書コーパス」Corpus de Documentos Espanoles Anteriores a 1700(計 1500文書)と、上田が作成
したデジタル資料「手稿・印刷本の文字」Letras Espanoles en Manuscritos e Impresos (計 28冊)
を用いる。前者は公証文書であり、発行年・発行地が明示されているものが多く、後者は文学、
法律、文法書などの書籍であり、写本で伝わっている本の中には年代が確定できないものがあ
る。そこで、前者から年代ごとの偏在的言語特徴を抽出し、統計的に後者の相対年代を推定す
る。年代ごとに抽出された言語特徴はスペイン語史研究のための基礎的な資料になる。 
 また、資料については、多くの場合、すでに刊行された本や資料集が使われているため、そ
の表記の基準が異なり、厳密な比較を困難にしている。 
 本研究では、従来の研究の方法と資料の扱い方の不備を補うべく、方法に情報科学と数理科
学の成果を取り入れ、厳密な転写方式に統一した、新しい文献学の資料を駆使し、研究成果を
順次発表していく。 
 資料については、２０１５年度に、先述のスペイン・アルカラ大学の「1700年以前のスペイ
ン語文書コーパス」と、東京大学・上田研究室の「手稿・印刷本の文字」が完成したので、こ
れらを使用する。 
 分析法では、正規表現を拡張した高度な検索法を導入する。出力には、絶対頻度、相対頻度
だけでなく、さまざまな統計的手法を応用し、グラフを使って視覚化する。 
 スペイン語言語史を通じて、ほとんど全文書に存在する以下の言語特徴を検出し、そこから、
言語年代推定のための変数表を作成する。 
 偏在言語特徴として、以下の書記法を取り上げる(C:子音、V:母音、<…>略字)：(1) 語頭の rr- 
/ R- / r-, (2) ff- / f- / h- / 消失, (3) ss- / s-, (4) -ss- / -s-, (5) x / j, (6) u / v / b、(7) i / j / y, (8) ç / c / z, (9) 
語尾 eの過度の脱落とその復元形(part / parte), (10) pora / para, (11) qua- / cua, (12) -t / -d, (13) 
[mnu] + j / [mnu] + i, (14) nn / <n>n / n<n> / n, (15) <n>C / nC, (16) q<uV> / quV, (17) C<Vr|rV> / 
C(Vr|rV), (18) <e>l / el, (19) d<e> / de, (20) gue-gui / gue-gui, (21) et / & / e / y, (22) non / no<n> / no, 
(23) (a|de|en)+定冠詞, (24) aver / haber（変化形を含む）。 
 本研究では、このような年代変遷をすべて探し出し、その頻度表を作成する。その後、これ
に多変量解析を適用して各作品の相対的年代を推定し、それに従って新たな年代推移を記述す
る。同時に、言語特徴を年代順に並べ、その順次的変遷を辿りながら、分布の連続性・平滑性・
単峰性・正規性の度合いを確認する。さらに、これまで独自に開発してきた数量分析法の有効
性を確認し、言語科学に限らず他分野への応用可能性について考察する。 
「手稿・印刷本の文字」は次の資料を含む：Anonimo: Poema de mio Cid. 1207. Biblioteca Digital 
Hispanica. (1r-12v) [BNE: Vitr/7/17] // Fazienda de Ultramar. ca1200 (1r-7r) // Fuero de Alcala. ca1230. 
(1r-17v) // Alfonso X: General Estoria. c.1270. (1r-4v) // Libro de Alexandre. c1300 (1r-10v) // Anonimo. 
Historia troyana. [BNE: ms 10.146] (63r-63v, 68r-69v, 72r-74v) // Arcipreste de Hita: Libro de buen 
amor. 1389. Real Academia Espanola. (1r-12v) // Don Juan Manuel: El Conde Lucanor. ca.1330. Copia 
del S. XV. (26ra-131vb) // Rabi Moše Arragel: Biblia de Alba. 1433. (26ra-33vb) // Especulo de los 
legos. 1450 [BNE. ms.94] (1r-8v) // Antonio de Nebrija: Gramatica de la lengua castellana. Salamanca, 
1492. (1r-7v) // Fernando de Rojas: La Celestina. Burgos, 1499. (A1r-B1v) // Gonzalo Fernandez de 
Oviedo. 1514. Sumario de la natural historia de las Indias. (3r-7v) // Juan de Valdez, 1535?. Dialogo de 
la lengua. (1r-19v.) // Anonimo: Lazarillo de Tormes. Medina del Campo, 1554. (A2r-C1v) // Fray Luis 
de Leon. 1583. La perfecta casada. Salamanca. [BNE: U352(2)] (2r-13r) // Miguel de Cervantes: Don 
Quixote de la Mancha, Madrid, 1605. (1r-9r) // Francisco de Quevedo: Historia de la vida del Buscon. 
Zaragoza, 1626. (1r-12r) // Baltasar Gracian: El criticon. 1651. (p.1-26) // Pedro Calderon de la Barca. 
Autos sacramentales alegoricos y historiales. (1672; 1677) (p.399-411) // Francisco Bances Cardamo. El 
Austria en Jerusalen. 1704. (p. lxi-lxx) // Comedia famosa, 1747, El picarillo en Espana de don Joseph 
Canizares (p.1-11) // Gaspar Melchor de Jovellanos. 1787. Delincuente honrado. (p.1-37) // Ortografia 
de la lengua castellana, compuesta por la Real Academia Espanola. 1815. (p.1-14) // Jose de Espronceda, 
El diablo mundo. (p.1-24) // Pedro Antonio de Alarcon, El sombrero de tres picos. 1874. (p.2-13) // 
Benito Perez Galdos, Dona perfecta, (1876; 1899) (p.5-28). 
 
３．研究の方法 
 大規模言語コーパス「1700年以前のスペイン語文書コーパス」(CODEA計 1500文書)と、上
田が作成した手稿・印刷本デジタル資料「手稿・印刷本の文字」(LEMI 計 28 冊)の内容を精査



し、発行地域と年代を確認する。CODEA における偏在言語特徴の分布を調べ、年代推定のた
めの変数（パラメータ）を求める。言語特徴と年代の相関関係を見る。多変量解析を応用した
新しい相対年代を措定する。方法論と適用の結果を発表する。 
 古文献の文法タグ付与（動詞・形容詞などの変化形から代表形を導出る方法）を完成する。 
 偏在言語特徴として、以下の書記法を取り上げる(C:子音、V:母音、<…>略字)：(1) 語頭の rr- 
/ R- / r-, (2) ff- / f- / h- / 消失, (3) ss- / s-, (4) -ss- / -s-, (5) x / j、(6) u / v / b、(7) i / j / y、(8) ç / c / z。 
 各種統計量の逸脱の程度を確率で示し、その有意性を確認する。従来の方法では、平均差や
相関係数の有意性を示す確率が扱われてきたが、本研究で提案する、単峰性・連続性・正規性
などや各種の限定値についても、確率によって有意性を示す。 
 偏在言語特徴として、以下の書記法を取り上げる(C:子音、V:母音、<…>略字)：(7) i / j / y、
(8) ç / c / z, (9) 語尾 eの過度の脱落とその復元形(part / parte)、(10) pora / para, (11) qua- / cua, (12) 
-t / -d, (13) [mnu] + j / [mnu] + i, (14) nn / <n>n / n<n> / n, (15) <n>C / nC, (16) q<uV> / quV。 
 成果を国際学会・国内研究会・インターネットで発表する。 
 
４．研究成果 
 古スペイン語のそれぞれの語形を古文書形、校訂形、現代語形に対応させたファイルを作成
し、現代語形から辞書の見出し語にあたる代表形で検索できるデータベースの資料作成方法を
開発した。これによってこれまで、個別に検索していた言語特徴を全体的に一律に対応関係を
出力させることができるようになった。これを旧カスティーリャ地方の文書について実行し、
インターネットで公開した。この方法は汎用性が確保されるので、現在はマドリード自治体の
文書に応用させている。 
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